
名
張
市
立
箕
曲
小
学
校

は
令
和
七
年
四
月
二
十
六

日
で
創
立
百
五
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。

明
治
八
年(

一
八
七
五)

に
中
村
地
区
に
「
中
村
学

校
」
が
翌
年
に
夏
見
地
区

に
「
夏
見
学
校
」
が
創
設

さ
れ
て
以
来
、
い
く
た
び

か
「
統
合
・
分
離
」
や

「
校
名
変
更
」
が
繰
り
返

さ
れ
な
が
ら
、
現
在
の

「
名
張
市
立
箕
曲
小
学
校
」

に
至
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
、
在
校
生
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
な
お

地
域
の
人
々
に
歌
い
継
が

れ
て
い
る
箕
曲
の
美
し
い

四
季
を
謳
っ
た
「
箕
曲
小

学
校
校
歌
」
は
昭
和
二
十

七
年(

一
九
五
二)

に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
創
設
以
来

の
木
造
校
舎
が
現
在
の
鉄

筋
三
階
建
て
の
校
舎
に
代

わ
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十

一
年(

一
九
七
六)

春
の
こ

と
で
、
昭
和
五
十
年
度
の

卒
業
生
は
、
木
造
校
舎
を

懐
か
し
み
な
が
ら
も
「
僕

ら
は
三
日
間
だ
け
新
校
舎

に
入
っ
た
で
。
」
と
今
で

も
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
「
新
校
舎

設
立
」
と
「
学
校
創
立
百

年
」
を
祝
う
会
が
、
そ
の

時
期
に
盛
大
に
催
さ
れ
ま

し
た
。

百
合
が
丘
団
地
の
造
成

に
伴
い
、
児
童
数
が
八
〇

〇
人
近
く
ま
で
激
増
し
、

運
動
場
に
は
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
が
立
ち
並
び
ま
し
た
が
、

平
成
四
年
に
「
百
合
が
丘

小
学
校
」
が
分
離
独
立
し
、

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
、
令
和
と
箕
曲
の
歴

史
と
と
も
に
箕
曲
人
を
見

守
っ
て
き
た
箕
曲
小
学
校
。

伝
統
あ
る
箕
曲
小
学
校
の

一
五
〇
周
年
を
地
域
を
挙

げ
て
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
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旧木造校舎の玄関

明治４３年度 箕曲尋常高等小学校卒業生

あ
れ
か
ら
五
〇
年

箕曲地域づくり委員

会では、令和７年度を

「箕曲小学校１５０周

年year」と銘打ち、箕

曲小学校と一緒に様々

な催しを行っていきた

いと思っています。

間もなく「箕曲小学

校創立１５０周年実行

委員会」が立ち上がり

ます。地域の皆さんか

らもいろんなご意見を

出していただき、箕曲

小学校の子ども達はも

ちろんのこと、箕曲地

域全体が元気になる催

しをみんなで行いましょ

う。

間もなく実行委員会を設置

祝
箕
曲
小
創
立
一
五
〇
周
年

令
和
七
年(

二
〇
二
五)

四
月
二
十
六
日

現在の箕曲小児童



恒
例
の
年
末
警
戒
も
終

え
、
新
し
い
年
を
迎
え
た

一
月
十
二
日
消
防
出
初
式

が
名
張
川
左
岸
（
瀬
古
口

地
内
）
に
お
い
て
、
市
内

各
地
区
の
消
防
自
動
車
に

よ
る
一
斉
放
水
が
あ
り
ま

し
た
。
冬
場
は
ス
ト
ー
ブ
、

ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
暖
房
器

具
の
使
用
、
野
外
で
は
草

木
も
乾
燥
し
、
風
も
き
つ

く
小
さ
な
火
が
大
火
事
に

な
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
器
具
の
使
用
や
、
焼

却
の
意
識
を
持
ち
火
災
を

発
生
し
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
員
は
自
分
の
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
、
日
頃

の
広
報
、
警
戒
活
動
や
有

事
の
時
に
も
備
え
て
い
ま

す
。
地
域
の
安
全
な
暮
ら

し
を
守
る
消
防
団
。
消
防

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
名
張
市

消
防
本
部
へ
。

三
月
二
日
（
日
）
瀬
古

口
の
お
稲
荷
さ
ん
で
は
地

域
の
安
全
祈
願
や
厄
払
い

な
ど
の
祭
典
の
後
、
午
前

十
一
時
頃
か
ら
抽
選
会
や

お
餅
撒
き
が
あ
り
ま
す
。

箕
曲
神
社
の
本
殿
、
境

内
の
整
備
事
業
が
麗
し
く

完
了
し
た
お
祝
い
の
お
祭

り
が
行
わ
れ
ま
す
。

午
前
九
時
よ
り
中
村
公

民
館
か
ら
箕
曲
神
社
ま
で

獅
子
舞
、
子
ど
も
神
輿
に

み
ち
び
か
れ
お
練
り
（
参

進
）
、
境
内
で
は
鏡
開
き

に
よ
る
樽
酒
の
ふ
る
ま
い

や
当
日
参
拝
者
に
は
記
念

品
が
い
た
だ
け
ま
す
。
奉

祝
祭
の
後
は
お
楽
し
み
神

振
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。
十
一
時
三
十
分
に

は
地
域
の
隆
昌
と

平
和
を
願
い
白
い

ハ
ト
を
子
ど
も
達

が
放
鳥
。
ま
た
、

お
餅
撒
き
も
お
こ

な
わ
れ
福
授
け
よ

る
品
物
が
受
け
ら

れ
る
二
度
楽
し
め

る
仕
掛
け
が
あ
る

よ
う
で
す
。

総

代

さ

ん

は

「
地
域
を
超
え
て

ど
な
た
様
も
お
楽

し
み
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
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地域の歴史公園夏見廃寺のライトアップは天武天皇の娘大来皇女(おおくの

ひめみこ)とゆかりのある同寺をたくさんの方に知ってもらおうと隠夏見ひめ

ぼたるプロジェクトが主催しています。

箕曲地域づくり委員会では、令和５年度・６年度の箕曲文化祭などで子ども

達にペットボタル作りのワークショップを開催し、応援しています。作られた

ペットボタルをお持ちの方はぜひご参加ください。ペットボタルは当市民セン

ターで一時預かりますので、２月２１日(金)までにお持ちください。

火
の
用
心

地
域
の
安
心
安
全
な

暮
ら
し
を
守
る
消
防
団

名
張
市
消
防
本
部

℡

６
３
―
１
４
１
１

稲
荷
神
社
初
午
祭

三
月
九
日(

日)

箕
曲
神
社

式
年
造
営
奉
祝
祭

天

気

予

報

三
月
は
空
か
ら
お
餅
が
降
っ
て
き
ま
す
！

ライトアップ期間
３/１～４/１１(予定)


